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１．花見例会………〈司会：プログラム委員会〉
　12：00	 １．点　鐘 ……〈会　長〉

	 ２．開会宣言

	 ３．ロータリーソング斉唱……日も風も星も

	 ４．会長挨拶並びに会長報告

	 ５．幹事報告

	 ６．出席報告

	 ７．委員会報告

	 ８．ニコニコボックス報告

	 ９．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（４／１）……休　会

	 　　（クラブ定款第８条第１節（c））

	 　（４／８）……

	 　　卓話

	 　　講師　かえるスポーツクラブ（FC刈谷） 様

（紹介者　下谷　敏朗 会員）

	 　　※職業表彰（職業奉仕委員会）

	 10．点　鐘……〈会　長〉

　12：15	 11．閉会宣言

　12：15～　　食事・花見……〈フェローシップ委員会〉

　　12：45

　12：45～　　歴史博物館へ移動開始

２．歴史博物館見学………〈フェローシップ委員会〉
　13：00～　　ご挨拶並びに歴史博物館概要説明

　　13：15　　　　　　　　 ……刈谷市歴史博物館 様

　13：15～　　館内見学（２班に分かれて）

　14：00　　　見学終了　散会

出 席

会員総数　95名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　87名

欠　席　11名　　出席率　87.36％

前々回（３／11）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）３月18日（月）、刈谷市観光協会理事会が開催

され、出席をしてまいりました。

２）３月20日（水）、刈谷市国際交流協会役員会が

開催され、出席をしてまいりました。

３）３月24日（日）、刈谷市歴史博物館開館記念式

典に出席してまいりました。展示物も素晴らしい

ですが、建物にもご注目下さい。

会 長 あ い さ つ

鈴木文三郎

　本日は、花見を兼ねてこの十朋亭

で例会を行った後、昨日オープンし

たばかりの刈谷市歴史博物館を見学

いたします。

　この場所は、ご承知のように刈谷

城があった場所です。天文２年（1533

年）に水野氏が金ケ小路のほとりに

築城したのが始まりです。

　明治４年の廃藩置県後、刈谷城は政府の所有となり、

城郭の建造物は取り払われました。大正２年になって大

野介蔵に売却され、介蔵は亀城殖産合名会社を創設し、

旧城跡を永久に保存することにしました。

　そして大正５年、刈谷城本丸隅櫓跡に介蔵は士族会員

の会合場所として十朋亭を造りました。その後、介蔵は

十朋亭を隠居屋敷として暮らしていました。

　昭和11年に刈谷町が旧城跡を公園にしたいと意見書が

出され、刈谷町に売り渡され昭和25年に都市計画公園に

指定され、亀城公園となりました。

　十朋亭は、昭和47年に石田退三の寄付によって改築さ

れ、現在に至っています。

　大野介蔵の長男、大野一造は、明治18年刈谷に生まれ、
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東京高等工業学校（現東京工業大学）卒業後、南満州鉄

道に入社し、大連耐火煉瓦工場の設立に携わりました。

大正７年には刈谷町に東洋耐火煉瓦を設立。大正13年に

は豊田佐吉が社長を務める豊田紡織の工場を刈谷に誘致

し、刈谷が自動車工業都市として飛躍する礎を築きまし

た。

　一造は刈谷町議会議員、刈谷町長、愛知県議会議員、

議長を務めた後昭和12年（1937年）に衆議院議員に当選

し、２期務めました。

　また、一造の息子の大野耐一は明治45年中国大連で生

まれました。昭和７年に豊田紡織に入社、後にトヨタ自

動車工業の副社長を務めています。耐一は、かんばん方

式など生産管理のあり方として世界的に有名になったト

ヨタ生産方式を体系化したとして知られています。

　工場誘致を呼び掛けた大野一造と呼び掛けに応じた豊

田佐吉。この出会いが無ければ、現在の刈谷市の発展は

あり得なかったと思います。私たちも、人との出会いを

大切にしなければならないと思います。

　刈谷ロータリークラブがそのような出会いの場として

益々発展していくことを祈念申し上げ、挨拶といたしま

す。
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